
第 18 回絆づくりこうなん実行委員会 会議要旨 

日時：平成 25 年 1 月 15 日（火）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 
場所：市民・協働ステーション（情報センター2 階）大会議室 
 

 

議題 （１）「第３回 この指とまれ 絆づくりカフェ」について 

（２）次年度以降の新企画について 

（３）その他 

 

 

１ 「第 3回 この指とまれ 絆づくりカフェ」について 

 

 （準備関係） 

 ・前日の準備は、可能な実行委員は午後２時集合する。出展団体には、３時から５時

までに準備してもらう。 

 ・パネルはフックで引っかかる部分があるが、画鋲では壁が硬くて刺さらない。 

  →ポスター用のシールを購入する。 

 ・音楽室内の運営費については、チャイの茶葉、砂糖、牛乳 2,000 円、ローズ・リボ

ンの参加者記念品 1,000 円、ワッポン 1,000 円の計 4,000 円を予定。大会事務局か

ら各出展団体に 2,000 円支払われるので、４団体から 1,000 円ずつの協力をお願い

していく。 

 （当日の運営委員の役割） 

 ・当日の館内にいる方（出展者及び来場者）へ絆カフェのチラシ（Ａ６両面）を配布

していく。出展団体の休憩時間にも来てもらえるように呼びかけていく。 

 ・カフェの運営は実行委員会が行う。チャイの作りかたなども覚えて、来場者に給仕

する。 

 ・チャイ等の材料がなくなった場合終了とする。（新たな購入、追加はしない。） 

 ・フィットネス体操の時は机を全て片付けた状態にし、終了次第、机を配置してワー

クショップの準備をする。 

 ・昼食は各自で済ませる。 

 （その他） 

 ・音楽室の出展団体についても、来場者に説明できる担当者を置く。（ただし、一時

的に席を外すことは可能であり、ふれあいまつりを共に楽しんでもらう。） 

 

次回の実行委員会で細かい役割分担などを確認していく。 



２ 次年度以降の新企画について 

 

（１）絆ファイルについて 

 

 ・絆づくり実行委員も勉強できる良い機会だと思う。 

 ・始める時期を決めてはいないが、来年度中に実行していきたい。 

 ・１年に１回ぐらいは一同に会して、団体のＰＲ、報告をする機会があってもよい。 

 ・興味ある方は参加してもらえるかもしれないが、各団体にとって何かしらメリット

となるような内容にしないと、参加者に集まってもらえないのではないか。 

 ・ある市民活動センターでは、１団体につき１つのファイルに団体情報・思いなどを

綴ったものが設置されている。市民・協働ステーションにもあってほしい。 

 ・２～３団体ごとに集まってもらい、話を聞かせてもらうことで、今まで知らなかっ

た団体の情報や活動内容を知ることができる良い機会になる。最終的には、全団体

から話を聞きたい。 

 ・団体の話を聞くことで、活動内容や活動に対する思いが似ている団体同士を絆づく

り実行委員会が紹介することができ、輪が広がるのではないかと思う。 

 

 引き続き、検討していく。 

 

 

（２）健康づくりについて（鈴木委員より提案、資料提出） 

 

 ・健康づくりについて知ってもらえるような活動をしていきたいので、この絆づくり

江南実行委員会と他団体と協働で活動できないかと考えている。（鈴木委員） 

 ・市では、「健康日本２１江南計画」を策定、推進している。“健康づくり“に取り組

んでいる団体、あるいは関心のある団体・市民に呼びかけ、同計画をＮＰＯ・市民

としてどう推進していけるのかを話し合ったらどうか。その中で各団体間のネット

ワークができれば。 

 ・鈴木委員には、どんな思いがあってこの活動をしていきたいのかといったことから、

今後の進め方などを少しまとめていただき、次の実行委員会で報告してもらう。 

 

 引き続き、検討していく。 

 



３.その他 

 

（１）市主催事業 

事業型ＮＰＯ講座、地域まちづくり補助事業公開審査会、まちづくりフォーラ

ムについて、事務局から紹介がありました。 

 

（２）市補助事業 

   ２月１６日（土）に開催される地域まちづくり補助事業「みんなでできる、地球の

ためになる講座」について、事務局より紹介がありました。 

 

（３）次回実行委員会 

・日 時 ２月２６日（火）午後１時３０分 

・場 所 市民・協働ステーション 中会議室（地域情報センター２階） 

      

 

傍聴は自由です。お気軽にお越し下さい。 

 



第18回絆づくりこうなん実行委員会　会議要旨

日時：平成25年1月15日（火）午後1時30分～3時30分

場所：市民・協働ステーション（情報センター2階）大会議室



議題　（１）「第３回　この指とまれ　絆づくりカフェ」について


（２）次年度以降の新企画について


（３）その他


１　「第3回　この指とまれ　絆づくりカフェ」について

　（準備関係）

　・前日の準備は、可能な実行委員は午後２時集合する。出展団体には、３時から５時までに準備してもらう。

　・パネルはフックで引っかかる部分があるが、画鋲では壁が硬くて刺さらない。


　　→ポスター用のシールを購入する。

　・音楽室内の運営費については、チャイの茶葉、砂糖、牛乳2,000円、ローズ・リボンの参加者記念品1,000円、ワッポン1,000円の計4,000円を予定。大会事務局から各出展団体に2,000円支払われるので、４団体から1,000円ずつの協力をお願いしていく。


　（当日の運営委員の役割）

　・当日の館内にいる方（出展者及び来場者）へ絆カフェのチラシ（Ａ６両面）を配布していく。出展団体の休憩時間にも来てもらえるように呼びかけていく。


　・カフェの運営は実行委員会が行う。チャイの作りかたなども覚えて、来場者に給仕する。


　・チャイ等の材料がなくなった場合終了とする。（新たな購入、追加はしない。）

　・フィットネス体操の時は机を全て片付けた状態にし、終了次第、机を配置してワークショップの準備をする。

　・昼食は各自で済ませる。

　（その他）

　・音楽室の出展団体についても、来場者に説明できる担当者を置く。（ただし、一時的に席を外すことは可能であり、ふれあいまつりを共に楽しんでもらう。）

次回の実行委員会で細かい役割分担などを確認していく。


２　次年度以降の新企画について


（１）絆ファイルについて

　・絆づくり実行委員も勉強できる良い機会だと思う。


　・始める時期を決めてはいないが、来年度中に実行していきたい。

　・１年に１回ぐらいは一同に会して、団体のＰＲ、報告をする機会があってもよい。


　・興味ある方は参加してもらえるかもしれないが、各団体にとって何かしらメリットとなるような内容にしないと、参加者に集まってもらえないのではないか。

　・ある市民活動センターでは、１団体につき１つのファイルに団体情報・思いなどを綴ったものが設置されている。市民・協働ステーションにもあってほしい。


　・２～３団体ごとに集まってもらい、話を聞かせてもらうことで、今まで知らなかった団体の情報や活動内容を知ることができる良い機会になる。最終的には、全団体から話を聞きたい。


　・団体の話を聞くことで、活動内容や活動に対する思いが似ている団体同士を絆づくり実行委員会が紹介することができ、輪が広がるのではないかと思う。


　引き続き、検討していく。


（２）健康づくりについて（鈴木委員より提案、資料提出）

　・健康づくりについて知ってもらえるような活動をしていきたいので、この絆づくり江南実行委員会と他団体と協働で活動できないかと考えている。（鈴木委員）

　・市では、「健康日本２１江南計画」を策定、推進している。“健康づくり“に取り組んでいる団体、あるいは関心のある団体・市民に呼びかけ、同計画をＮＰＯ・市民としてどう推進していけるのかを話し合ったらどうか。その中で各団体間のネットワークができれば。

　・鈴木委員には、どんな思いがあってこの活動をしていきたいのかといったことから、今後の進め方などを少しまとめていただき、次の実行委員会で報告してもらう。

　引き続き、検討していく。


３.その他

（１）市主催事業


事業型ＮＰＯ講座、地域まちづくり補助事業公開審査会、まちづくりフォーラムについて、事務局から紹介がありました。

（２）市補助事業

　　　２月１６日（土）に開催される地域まちづくり補助事業「みんなでできる、地球のためになる講座」について、事務局より紹介がありました。

（３）次回実行委員会


・日　時　２月２６日（火）午後１時３０分


・場　所　市民・協働ステーション　中会議室（地域情報センター２階）


　　　　　

傍聴は自由です。お気軽にお越し下さい。

